
　
そ
よ
吹
く

風
が
涼
し
く

感
じ
ら
れ
る

今
日
こ
の

頃
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
音

楽
に
耳
を
傾
け
る
も
よ
し
、
美

術
館
を
訪
れ
る
も
よ
し
。
芸
術

の
秋
が
や
っ
て
き
た
▼
美
術
館

で
鑑
賞
後
、
立
ち
寄
る
の
は
併

設
さ
れ
た
喫
茶
室
。
こ
こ
の
良

し
あ
し
は
、
そ
の
日
の
美
術
鑑

賞
の
価
値
を
大
き
く
左
右
す

る
。
乙
訓
に
あ
る
ア
サ
ヒ
グ

ル
ー
プ
大
山
崎
山
荘
美
術
館
に

は
山
の
中
に
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

喫
茶
室
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

嵯
峨
の
福
田
美
術
館
併
設
の
カ

フ
ェ
か
ら
は
渡
月
橋
か
ら
嵐
山

ま
で
が
一
望
で
き
る
。
左
京
の

京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
は
疎

水
を
臨
む
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

が
。
さ
ら
に
嵯
峨
嵐
山
文
華
館

の
カ
フ
ェ
か
ら
は
大
堰
川
が
見

渡
せ
る
。
大
切
な
の
は
、
こ
れ

ら
の
カ
フ
ェ
で
い
た
だ
く
メ

ニ
ュ
ー
に
は
食
材
の
味
に
加

え
、
美
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
付
加

価
値
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
▼
近
年
、
医
療
現

場
で
は
、
特
に
小
泉
構
造
改
革

以
降
、
効
率
を
重
視
す
る
あ
ま

り
人
間
的
な
温
か
さ
や
美
し
さ

が
置
き
去
り
に
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
本
来
、
医
療
は
人

の
心
と
体
に
寄
り
添
う
も
の
。

今
後
か
か
り
つ
け
医
制
度
や
医

師
の
偏
在
と
い
っ
た
課
題
が
議

論
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の

よ
う
な
制
度
で
あ
れ
人
間
性
が

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
医
療
に
も
美
を
。
こ
こ
で
言

う
美
と
は
人
間
性
の
美
し
さ
の

こ
と
。
わ
が
国
で
は
失
わ
れ
た

30
年
間
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
付

加
価
値
を
与
え
る
努
力
が
疎
か

に
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は

医
療
に
も
付
加
価
値
と
し
て
の

美
が
求
め
ら
れ
る
。（c

le
a
r

）

　
自
民
党
・
公
明

党
・
日
本
維
新
の

会
の
3
党
協
議
を

経
て
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
保
険
外
し
が
方

針
化
さ
れ
た
。
保

険
給
付
か
ら
除
外
す
べ
き
と
し

た
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
（
保
険
薬
）

に
は
日
常
診
療
で
処
方
さ
れ
る

薬
剤
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

参
議
院
選
挙
で
は
保
険
料
を
下

げ
る
と
い
う
主
張
が
大
き
く
報

道
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
保
険
か
ら

外
す
目
的
は
、
保
険
診
療
に
制

限
を
加
え
て
医
療
費
を
抑
制
す

る
こ
と
だ
。
患
者
の
外
来
受
診

控
え
、
負
担
増
と
と
も
に
、
医

療
の
安
全
を
脅
か
す
も
の
と
な

る
。
日
本
ア
ト
ピ
ー
協
会
と
難

病
患
者
の
家
族
の
方
々
は
反
対

署
名
8
万
5
千
人
分
を
集
め
、

保
団
連
と
と
も
に
厚
生
労
働
省

に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
日
本

医
師
会
も
反
対
を
表
明
し
て
い

る
。

　
協
会
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
処
方
時

の
技
術
料
の
選
定
療
養
化
に
関

し
て
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
保
険
給
付
か
ら
除
外

す
る
こ
と
に
反
対
の
立
場
を
表

明
し
た
。
国
民
が
必
要
と
す
る

医
療
は
貧
富
の
格
差
な
く
給
付

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
（
市

販
薬
）
の
服
用
・
使
用
に
よ

り
、
副
作
用
や
重
症
化
等
で
来

院
し
た
患
者
が
い
る
と
い
う
回

答
が
4
割
に
上
っ
て
い
る
。
医

療
の
安
全
性
に
深
刻
な
懸
念
が

あ
る
こ
と
も
重
大
だ
。
国
民
生

活
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、

「
必
要
か
つ
適
切
な
医
療
は
保

険
診
療
に
よ
り
確
保
す
る
」
と

い
う
国
民
皆
保
険
制
度
の
理
念

を
今
後
と
も
堅
持
し
、
国
民
皆

保
険
制
度
の
給
付
範
囲
を
安
易

に
縮
小
す
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
。

　
一
方
で
、
賛
成
意
見
も
1
割

余
り
見
ら
れ
、
勤
務
医
と
開
業

医
で
異
な
る
受
け
止
め
が
あ

る
。
背
景
に
は
高
齢
化
社
会
の

現
実
が
あ
る
。
協
会
の
基
本
方

針
は
保
険
で
良
い
医
療
と
医
業

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
だ
。
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
保
険
外
し
が
良
い

医
療
の
実
現
に
も
た
ら
す
影
響

も
大
切
な
論
点
だ
。

6
月
に
日
本
老
年
医
学
会
は

「
高
齢
者
の
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
ケ
ア
に
関
す
る

立
場
表
明
2
0
2
5
」
を
公
表

し
た
。「
す
べ
て
の
人
は
〈
中

略
〉
価
値
観
・
人
生
観
・
死
生

観
を
十
分
に
尊
重
さ
れ
、『
最

善
の
医
療
お
よ
び
ケ
ア
』
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
述

べ
、
年
齢
に
よ
る
差
別
（
エ
イ

ジ
ズ
ム
）
に
反
対
を
表
明
し
、

症
状
緩
和
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
確
保
な

ど
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
保
険
外
し

は
高
齢
者
医
療
の
質
を
損
な
う

危
惧
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
協
会
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
保
険

外
し
に
反
対
し
、
医
療
の
質
の

向
上
の
た
め
に
議
論
を
深
め
取

り
組
み
を
強
め
て
い
き
た
い
。

　
協
会
は
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
に
反
対
す
る
会
員
要
請
書
」
に
取

り
組
み
、
厚
生
労
働
大
臣
な
ど
へ
要
望
を
行
う
。
ぜ
ひ
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
に
つ
い
て
、
日
本
維
新
の

会
が
主
張
し
て
自
民
党
・
公
明

党
と
の
3
党
協
議
で
合
意

が
な
さ
れ
、
骨
太
の
方
針

2
0
2
5
に
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
保
険
給
付
の
在
り

方
の
見
直
し
」
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

　
維
新
が
挙
げ
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
28
の
有
効
成
分

に
は
、
日
常
診
療
で
処
方

さ
れ
る
薬
剤
が
多
く
含
ま
れ

る
。
除
外
さ
れ
れ
ば
、
患
者
の

外
来
受
診
控
え
、
負
担
増
と
と

高
齢
者
医
療
の
質
を
損
な
う
懸
念

も
に
医
療
の
安
全
を
脅
か
す
。

特
に
生
活
保
護（
医
療
扶
助
）、

指
定
難
病
は
じ
め
国
の
公
費
負

担
医
療
制
度
や
自
治
体
で
実
施

さ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
医
療

な
ど
も
助
成
対
象
外
と
な
り
、

命
に
関
わ
る
事
態
も
懸
念
さ
れ

る
。

　
ま
た
、
保
険
医
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬

を
処
方
し
た
際
に
技
術
料
を
選

定
療
養
化
す
れ
ば
、
保
険
給
付

の
縮
小
、
患
者
負
担
の
増
加
と

な
り
、
実
質
的
な
混
合
診
療
の

拡
大
と
な
る
。
生
活
保
護
（
医

療
扶
助
）
は
選
定
療
養
が
給
付

さ
れ
ず
、
技
術
料
を
含
め
て
自

己
負
担
と
な
る
。

　
合
意
文
書
に
は
、
適
用
除
外

の
26
年
度
か
ら
の
実
施
だ
け
で

な
く
、
海
外
2
カ
国
以
上
で
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
さ
れ
て
お
り

日
本
で
「
未
承
認
」
の
医
療
用

医
薬
品
約
60
成
分
を
26
年
末
ま

で
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
す
る
政
府
目
標

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進

め
る
と
あ
る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
適
用
除
外
を
念
頭
に
置

い
た
検
討
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
問
題
の
本
質
は
保
険
給

付
範
囲
の
縮
小
で
あ
り
、
保
険

医
の
医
療
提
供
の
制
限
で
あ
る
。

　
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
本

紙
3
1
9
9
号
既
報
）
で
は
、

市
販
薬
の
誤
っ
た
服
用
に
よ
り

副
作
用
や
重
症
化
で
来
院
し
た

患
者
が
「
い
る
」
が
4
割
、
自

己
判
断
に
よ
る
服
薬
に
危
険
を

感
じ
る
市
販
薬
が
「
あ
る
」
は

7
割
を
超
え
た
。
こ
う
し
た
患

者
の
リ
ス
ク
や
自
己
負
担
増
加

へ
の
危
惧
か
ら
、
7
割
近
く
が

保
険
外
し
反
対

会
員
署
名
に
ご
協
力
を

保
険
適
用
除
外
に
「
反
対
」
と

答
え
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

京
都
や
京
都
新
聞
な
ど
が
報

じ
、
関
心
が
高
い
（
本
紙
3
2

0
1
号
既
報
）。
協
会
は
会
員

署
名
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

難
病
団
体
や
患
者
団
体
な
ど
と

共
同
学
習
会
も
予
定
（
4
面
参

照
）。

　
協
会
は
2
0
2
3
年
度
の
京

都
府
内
医
療
法
人
事
業
報
告
書

等
を
京
都
府
か
ら
入
手
し
、
経

営
実
態
を
調
査
・
分
析
し
た
。

経
常
利
益
率
は
、
診
療
所
で
平

均
値
3
・
1
％
、
中
央
値
3
・

7
％
、
病
院
で
平
均
値
マ
イ
ナ

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
23
年
5
月
8

日
に
5
類
に
移
行
後
、
コ
ロ
ナ

関
連
の
支
援
金
は
終
了
し
た

が
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら

コ
ロ
ナ
対
応
を
継
続
し
て
い
る

た
め
、
医
療
機
関
の
経
費
負
担

は
変
わ
ら
な
い
。
さ
ら
に
物
価

高
に
よ
る
経
費
増
加
な
ど
が
主

な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。〝
コ

ロ
ナ
後
〞
の
医
療
機
関
の
経
営

実
態
の
分
析
を
さ
ら
に
進
め
、

本
紙
等
で
詳
報
す
る
。

　
協
会
は
9
月
11
日
、
石
破
茂

内
閣
総
理
大
臣
と
中
医
協
委
員

に
「
26
年
度
改
定
に
対
す
る
会

員
要
請
」
署
名
2
9
5
筆
の
写

し
を
送
付
、
次
回
改
定
で
の
診

療
報
酬
本
体
の
大
幅
引
き
上
げ

等
14
項
目
の
改
善
を
要
請
し
た
。

　
今
後
は
、
京
都
選
出
国
会
議

員
へ
働
き
か
け
、
改
善
に
向
け

た
協
力
を
要
請
す
る
。
ま
た
、

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
へ

の
改
善
要
請
も
予
定
し
て
い

る
。
全
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
本

紙
3
1
9
9
号
1
面
既
報
）
に

基
づ
き
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保

険
外
し
を
導
入
し
な
い
よ
う
理

解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

府内医療法人を調査

診療所利益率3.7％

2023年度 経営悪化

ス
2
・
2
％
、
中
央
値
0
・
2

％
と
な
っ
た
。
診
療
所
、
病
院

と
も
に
経
常
利
益
率
は
前
年
度

比
で
大
き
く
減
少
し
た
。
新
型

OTC
類似薬

京都府の医療法人の平均経常利益率 （　）内は中央値
2022年度 2023年度

診療所 7.7%（6.2％） 3.1%（3.7％）
無床 8.2%（6.8％） 3.5%（3.7％）
有床 ▲3.0％（▲0.3％） ▲6.8％（▲0.7％）
病　院 5.1%（3.9％） ▲2.2％（0.2％）
※ 診療所は 1施設のみを経営している法人のみ
※ 法人数：【22年度】診療所 626（無床 601、有床 25）、病院 73　【23
年度】診療所 689（無床 666、有床 23）、病院 69

本紙に署名用紙を同封しました

26
年
度
改
定
大
幅
引
き
上
げ
を

署
名
提
出
　
国
会
議
員
要
請
も会員の想いを中医協へ

連続
市民学習会

医療制度の「危機」を考える
大切な制度を壊さないために

第１回　地域医療の「危機」

日　時 10月19日（日） 14時～16時
場　所   佛教大学二条キャンパス

（京都市中京区西ノ京東栂尾町７）
基調
報告
  「今、地域医療をめぐって起こっていること」
佛教大学福祉学部　准教授　長友 薫輝 氏

シンポ
ジウム

  「危機の共有」  医療法人京都翔医会西京都病院理事長・病院長　飯田洋也 氏
医療法人そがべ医院院長　曽我部 俊介 氏
医療法人成仁会吉河医院院長　吉河 正人 氏

共　催   京都府保険医協会、医療保障を考える研究会

定員120人参加費 無料

申込
不要

2 0 2 5 年 (令和 7年) 9 月 2 5 日 第 3 2 0 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

「
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
」

接
遇
マ
ナ
ー
研
修

（
２
面
）

税
理
士
と
懇
談
「
収
入
は
減
少
」（
２
面
）

「
新
聞
記
者
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
学
ぶ
」

事
務
局
学
習
会

（
２
面
）



■  「保険でより良い歯科医療を」大阪連絡会［10月 5 日（日）10時30分～12時30分］

「あなたの唾液、足りていますか？
 知られざる“お口の免疫”の真実」
槻木 恵一氏（神奈川歯科大学大学院付属唾液化学研究所所長）

■  愛媛県保険医協会［10月 5 日（日）13時～15時］

「開業医のためのインターネット活用セミナー」
正しい口コミ対策で選ばれるクリニックに！
悪評を減らして信頼を高める!!
竹内 幸次氏
（中小企業診断士・株式会社スプラム代表取締役（東京都銀座））

■  岐阜県保険医協会［10月 5 日（日）10時～11時30分］

第7回女性部交流会「人と人とのかかわりにおけるストレス
―心身症、発達障害、認知症の臨床を通して」

福永 幹彦氏

■  熊本県保険医協会［10月 7 日（火） 19時30分～21時］

人材不足時代を生き抜く！
“人に頼らない経営”のリアルな実践録
熊川 貴昭氏（日本橋中央歯科院長）

（関西医科大学名誉教授、なにわ生野病院心療内科・総合診療科顧問 ）

　
今
回
初
め
て
接
遇
マ
ナ
ー
研

修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、

「
接
遇
」
と
い
う
言
葉
の
正
確

な
意
味
も
知
ら
ず
に
臨
み
ま
し

た
。
接
遇
と
は
接
客
＋
α
、
相

手
の
望
む
こ
と
を
し
て
差
し
上

げ
る
こ
と
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
に
す
る
接
客
と
は
違
う

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
医
療
現
場
で
求
め

ら
れ
る
接
遇
、
人
的
サ
ー
ビ
ス

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
人

的
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、

「
表
情
」「
あ
い
さ
つ
」「
態
度
・

動
作
・
立
ち
居
振
る
舞
い
」

「
身
だ
し
な
み
」「
言
葉
遣
い
・

口
調
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

実
際
に
体
を
動
か
し
、
声
に
出

し
な
が
ら
実
践
し
ま
し
た
。
初

め
は
緊
張
し
て
い
た
の
で
す

が
、
講
師
の
先
生
や
周
り
の
方

と
考
え
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
言
葉
を
使
わ
ず
に
顔

の
表
情
だ
け
で
相
手
に
気
持
ち

を
伝
え
る
場
面
で
は
、
ペ
ア
に

な
っ
た
方
と
思
わ
ず
笑
顔
に
な

り
な
が
ら
相
手
に
気
持
ち
が
届

い
た
時
の
嬉
し
さ
と
と
も
に
、

気
持
ち
を
正
し
く
伝
え
る
難
し

さ
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
お

辞
儀
の
仕
方
や
物
の
受
け
渡
し

方
、
場
所
を
ご
案
内
す
る
際
の

指
し
示
し
、
丁
寧
な
言
葉
遣
い

な
ど
、
知
っ
て
い
た
つ
も
り
、

で
き
て
い
た
つ
も
り
と
思
っ
て

い
た
こ
と
の
正
し
い
所
作
を
あ

ら
た
め
て
学
び
直
す
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
研
修
翌
日
の
勤
務

か
ら
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
行
動
し
ま
し
た
。

ま
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で
研
修
内

容
を
共
有
す
る
時
間
を
設
け

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
医
療
接

遇
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
、
医
療
現
場

で
の
接
遇
が
患
者
さ
ん
の
安
心

感
や
信
頼
感
に
直
結
し
て
お

り
、
口
調
や
声
の
ト
ー
ン
な

ど
、
細
や
か
な
気
配
り
が
患
者

さ
ん
の
満
足
感
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
痛
み
、
心

配
を
抱
え
て
来
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
に
医
療
接
遇
の
基
本
姿
勢

で
あ
る
「
傾
聴
の
姿
勢
」
を
忘

れ
ず
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を

心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
※
今
後
の
研
修
は
11
月
12
日
㈬
に

「
中
級
」、冬
に「
初
級
」を
開
催
予

定
で
す
。本
紙
等
で
案
内
し
ま
す
。

　
協
会
は
協
力
税
理
士
と
の
懇
談
会
を
8
月
7
日
に
開

催
。
税
理
士
の
柴
田
陽
一
郎
氏
、
廣
井
増
生
氏
、
牧
野
伸

彦
氏
、
公
認
会
計
士
の
外
村
弘
樹
氏
、
山
口
美
賀
氏
が
出

席
し
、
2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
分
確
定
申
告
や
医
療

機
関
の
経
営
状
況
な
ど
で
意
見
交
換
し
た
。

　
確
定
申
告
の
特
徴
点
で
は
、

税
理
士
か
ら
「
報
酬
改
定
に
よ

り
高
血
圧
症
な
ど
が
特
定
疾
患

療
養
管
理
料
の
算
定
対
象
か
ら

外
れ
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
で

算
定
と
な
っ
た
内
科
医
療
機
関

が
多
く
、
収
入
は
減
少
傾
向
」

「
一
方
で
、
他
業
種
の
大
幅
な

賃
上
げ
の
影
響
も
あ
り
、
例
年

以
上
の
上
げ
幅
で
昇
給
し
た
医

療
機
関
が
多
く
、
賃
上
げ
促
進

税
制
の
適
用
が
増
加
し
た
」
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
当
座
口
振
込
通
知
書
、
年
間

支
払
調
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
税
理
士
事

務
所
か
ら
問
題
は
な
か
っ
た
と

報
告
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
混

乱
が
あ
っ
た
と
し
た
税
理
士
事

務
所
で
は
、「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

形
式
と
な
っ
て
か
ら
、
多
く
の

医
療
機
関
で
院
長
か
ら
事
務
方

の
管
理
へ
と
移
行
し
、
必
要
な

書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
事
態
が
発

生
」「
通
知
書
を
保
存
し
た
も

の
の
保
存
先
が
分
か
ら
な
い
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
が
分
か
ら

な
い
、
ど
の
シ
ー
ト
が
必
要
か

分
か
ら
な
い
な
ど
の
状
況
が
散

見
さ
れ
た
」
と
報
告
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
混
乱
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
税
理
士
が

「
医
療
機
関
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

卸
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

納
品
時
は
必
ず
確
認
を

　
意
見
交
換
で
は
、
複
数
の
税

理
士
か
ら
「
24
年
12
月
か
ら
開

業
件
数
が
多
か
っ
た
が
、
新
規

開
業
は
患
者
数
の
立
ち
上
が
り

が
思
わ
し
く
な
い
。
一
方
で
事

業
承
継
の
開
業
は
順
調
に
患
者

数
が
伸
び
て
い
る
」「
親
子
承

継
も
あ
る
が
、
多
く
は
第
三
者

承
継
で
、
売
却
・
買
収
案
件
が

と
も
に
増
え
て
い
る
」
と
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
医
療
商
材
卸

業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
事
案
が
紹

介
さ
れ
、
架
空
納
品
に
気
づ
か

ず
に
請
求
金
額
を
そ
の
ま
ま
支

払
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
が
2
件
発

生
。
事
案
を
担
当
し
た
税
理
士

が
「
医
療
機
関
に
向
け
て
、
納

品
書
と
現
物
の
照
合
は
必
ず
行

う
よ
う
注
意
喚
起
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

ド
可
能
期
間
が
短
す
ぎ
る
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
」
と

述
べ
た
。

　
今
年
度
の
医
療
機
関
へ
の

税
務
調
査
で
は
、
税
理
士
か

ら
「
医
療
機
関
へ
の
調
査
は

非
常
に
件
数
が
少
な
く
、
総

じ
て
臨
場
調
査
は
時
間
を
か

け
な
い
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
」「
昨
年
度
と
同
様
に
、

若
い
調
査
官
・
事
務
官
が
多

く
、
診
療
報
酬
の
仕
組
み
を

理
解
し
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
収
入
項
目
の
調
査
に
時

間
を
要
し
て
い
る
」
と
報
告

が
あ
っ
た
。

賃
上
げ
し
た
医
院
も
多
い
と

報
告
す
る
税
理
士

　
協
会
事
務
局
は
「
新
聞
記
者

に
学
ぶ
文
章
講
座
」
と
題
し

て
、
4
月
23
日
、
6
月
26
日
に

協
会
会
議
室
で
学
習
会
を
開
催

し
、
事
務
局
16
人
が
参
加
し

た
。
情
報
が
溢
れ
る
現
代
に
お

い
て
、
ど
う
す
れ
ば
協
会
の
発

信
す
る
情
報
が
も
っ
と
多
く
の

会
員
や
市
民
に
伝
わ
る
の
か
を

再
考
し
よ
う
と
企
画
し
た
。
講

師
の
京
都
新
聞
社
・
上
野
正
俊

氏
と
久
保
田
昌
洋
氏
か
ら
、
京

都
新
聞
や
京
都
保
険
医
新
聞

（
本
紙
）
を
題
材
に
「
文
章
を

書
く
基
本
知
識
」「
取
材
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
コ
ツ
」「
活
動

を
伝
え
る
方
法
」
を
聞
き
、
読

者
に
伝
わ
る
た
め
の
技
術
を
学

ん
だ
（
写
真
）。

　
講
師
は
、
新
聞
記
事
は
重
要

な
こ
と
（
結
論
）
を
先
に
、
一

文
を
簡
潔
に
リ
ズ
ム
良
く
書
く

こ
と
が
基
本
と
解
説
。
5
Ｗ
1

Ｈ
、
句
読
点
の
付
け
方
、
主
語

と
述
語
を
明
確
に
す
る
―
な

ど
、
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
紹
介

し
た
。
読
者
に
読
ん
で
も
ら
う

に
は
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
も

重
要
と
し
た
上
で
、
京
都
新
聞

の
記
事
に
見
出
し
を
つ
け
る

ワ
ー
ク
も
実
践
し
た
。
講
師
は

「
正
解
は
一
つ
で
は
な
い
。
内

容
が
一
見
し
て
分
か
り
、
趣
旨

が
伝
わ
る
か
を
考
え
よ
う
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
。
そ
れ
ぞ
れ
が
考

え
た
見
出
し
を
発
表
し
、
意
見

交
換
し
た
。

2
回
の
受
講
を
終
え
、
事
務

局
か
ら
は
「
見
出
し
を
考
え
る

の
に
悩
ん
で
お
り
勉
強
に
な
っ

た
」「
書
き
手
の
独
善
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
を
心
が

け
た
い
」「
今
ま
で
感
覚
で
書

い
て
い
た
が
ど
う
書
い
て
い
け

ば
い
い
か
道
筋
を
示
し
て
も
ら

え
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
学
習
会
で
の
学
び
を
さ
ら
に

深
め
、
本
紙
を
は
じ
め
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

チ
ラ
シ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

で
協
会
事
業
を
簡
潔
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
き
た
い
。
今

回
、
京
都
新
聞
社
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｂ

（
ビ
ジ
ネ
ス
に
新
聞
を
）
講
座
」

か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い
た
。

新聞記者からノウハウ学ぶ

結論を先にリズム良く書く

読んでもらう見出しを工夫

協
会
事
務
局
学
習
会

よ
り
伝
わ
る
新
聞
に

　全国の保険医協会・保険医会主催の
ウェブ研究会・講習会は、他府県の会員
でも参加・視聴できます。企画概要等の
詳細は、保団連情報サービスに登録した
会員（登録無料）が閲覧できます。

研究会交流サイト研究会交流サイトののご活用ご活用をを

今後の予定

研究会
交流サイトは
こちらから

保団連保団連

保団連情報サー
ビスの登録はこ
ちらから

2 0 2 5 年 (令和 7年) 9 月 2 5 日第 3 2 0 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

　協会は接遇マナー研修会（初級編）を７月24
日に協会会議室で開催。12医療機関20人が参加
した。講師はJAPAN・SIQ協会の米谷徳恵氏。
協会の接遇研修は参加者同士であいさつや所
作、言葉遣いなどを確認し合う実践形式が毎回
好評を博しており、今回も参加者から「日頃無
意識で行っていたことに気付き、あらためて自
分を見つめ直せた」「講師のような応対ができる
ようになりたい」などの感想が寄せられた。以
下、参加記を掲載する。

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に

　
　
　
い
し
の
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
田
佳
代
（
宇
治
久
世
）

診
療
報
酬
改
定
の
影
響
大

内
科
の
収
入
は
減
少
傾
向
税理士
と懇談

おもいやり
伝わる表現接遇研修

初 級
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図1　低所得単身世帯数　2002年・2022年
就業構造基本調査　2020年消費者物価により調整
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図2  65歳以上単身世帯　健康保健サービス支出　年間収入階層別対平均値割合
全国家計構造調査
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2004年
2009年
2014年
2019年

単身世帯 単身無職世帯
平均 100万円未満 100～150万円未満 平均 100万円未満 100～150万円未満

世帯数 1,808万世帯 113万世帯 151万世帯 642万世帯 89万世帯 103万世帯
65歳以上人員数平均 0.36人 0.55人 0.57人 0.81人 0.68人 0.75人
有業人員数平均 0.64人 0.22人 0.32人 ― ― ―
世帯主の年齢平均 54歳 64.9歳 63.6歳 72.7歳 69.4歳 70.2歳
保健医療 6,992円 5,084円 5,561円 8,369円 5,145円 6,085円
医薬品 1,420円 1,100円 1,331円 1,707円 1,131円 1,439円
保健医療サービス 3,601円 2,514円 2,725円 4,179円 2,547円 2,853円
医科診療代 1,851円 1,614円 1,728円 2,183円 1,776円 1,763円
歯科診療代 636円 361円 416円 715円 224円 420円
他の入院料 187円 26円 177円 295円 7円 243円
整骨・鍼灸院治療代 198円 84円 75円 290円 99円 94円
マッサージ料金等 334円 42円 90円 183円 34円 118円
人間ドック等受診料 144円 129円 41円 147円 116円 38円
他の保健医療サービス 250円 258円 198円 366円 291円 177円

保健医療 100.0％ 72.7％ 79.5％ 100.0％ 61.5％ 72.7％
医薬品 100.0％ 77.5％ 93.7％ 100.0％ 66.3％ 84.3％
保健医療サービス 100.0％ 69.8％ 75.7％ 100.0％ 60.9％ 68.3％
医科診療代 100.0％ 87.2％ 93.4％ 100.0％ 81.4％ 80.8％
歯科診療代 100.0％ 56.8％ 65.4％ 100.0％ 31.3％ 58.7％

休業補償制度 Ｑ
、
10
月
か
ら
医
療
Ｄ
Ｘ
推

進
体
制
整
備
加
算
、
在
宅
医
療

Ｄ
Ｘ
情
報
活
用
加
算
の
マ
イ
ナ

保
険
証
利
用
率
の
実
績
要
件
が

引
き
上
が
る
が
、
要
件
を
満
た

さ
な
く
な
っ
た
場
合
、
施
設
基

準
の
変
更
届
や
取
り
下
げ
が
必

要
か
。

Ａ
、
従
来
か
ら
、
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
率
は
届
出
不
要
で
、

適
合
す
る
加
算
の
区
分
に
応
じ

て
算
定
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
、

10
月
か
ら
適
合
す
る
加
算
の
区

分
が
変
更
に
な
る
場
合
や
、
ど

の
利
用
率
も
満
た
さ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
施
設
基
準
の
変
更

届
や
取
り
下
げ
は
不
要
で
す
。

そ
の
後
、
要
件
を
満
た
せ
ば
、

25
年
10
月

理
事
会
の
開
催
予
定

第
8
回
理
事
会

10
月
28
日
（
火
）
14
時
〜

低所得単身世帯の増加と「医科診療代」格差
日本型雇用タイプの世帯形成の縮減

　
未
婚
の
数
と
割
合
は
1
9
7

0
年
代
か
ら
長
期
に
上
が
り
続

け
て
い
る
が
、
2
0
2
0
年
の

「
国
勢
調
査
」
で
見
る
と
、
40

歳
代
前
半
以
下
の
世
代
で
は
男

女
と
も
に
そ
の
勢
い
は
緩
ん
で

き
た
よ
う
だ
。

　
経
済
的
条
件
に
限
れ
ば
、
男

性
の
未
婚
率
は
所
得
に
対
し
て

き
れ
い
な
右
下
が
り
を
描
き
、

近
年
は
そ
の
程
度
が
さ
ら
に
激

し
く
な
っ
て
い
る
が
、
形
は
変

わ
ら
な
い
。
他
方
、
女
性
の
未

婚
率
／
所
得
カ
ー
ブ
は
従
来
、

男
性
と
逆
に
右
上
が
り
で
、
高

所
得
、
高
学
歴
の
未
婚
率
は
高

い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は

特
に
40
歳
代
前
半
以
下
で
大
き

く
様
変
わ
り
し
、
無
業
・
下
位

低
所
得
で
の
未
婚
率
が
上
が
る

と
と
も
に
、
2
0
0
万
円
付
近

よ
り
高
い
収
入
で
は
平
坦
あ
る

い
は
右
下
が
り
の
カ
ー
ブ
を
描

く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
細
か
い
話
は
別
稿
に
譲
る

き
く
増
加
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
年
齢
計
で
1
0
0
万
円
未

満
を
数
え
る
と
、
2
0
0
2

年
が
3
2
8
万
世
帯
（
単
身
世

帯
の
21
％
）、
2
0
2
2
年
で

は
4
3
0
万
世
帯
（
単
身
世
帯

の
19
％
）
で
あ
る
。
低
所
得
単

身
世
帯
の
数
は
、
今
後
さ
ら
に

大
き
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
医
療
費
に
つ
い
て
、
低
所
得

単
身
世
帯
が
ど
の
程
度
そ
の
支

出
を
抑
制
し
て
い
る
か
、「
全

国
家
計
構
造
調
査
」
の
「
健
康

保
健
」
の
諸
項
目
の
数
値
を
眺

め
て
お
き
た
い
。

表
に
ま
と
め
た
が
、
医
薬

品
、
医
科
診
療
代
、
歯
科
診
療

代
と
も
に
、
低
所
得
単
身
世
帯

の
支
出
額
は
平
均
値
よ
り
も
相

当
に
少
な
い
。
高
齢
者
が
多
い

単
身
無
職
世
帯
は
、
1
5
0
万

円
未
満
が
3
割
と
高
率
だ
が
、

平
均
と
の
乖
離
は
さ
ら
に
大
き

再
度
算
定
を
始
め
て
下
さ
い
。

　「
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
で
き
る
体
制

を
有
し
て
い
る
」
と
の
施
設
基

準
は
、
経
過
措
置
が
26
年
5
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
『
グ
リ
ー
ン
ペ
ー

パ
ー
』№
３
４
９（
本
紙
同
封
9

月
25
日
号
）を
ご
参
照
下
さ
い
。

い
。65

歳
以
上
を
は
っ
き
り
と
区

切
っ
た
単
身
の
集
計
で
は
、
医

科
診
療
代
等
の
細
目
が
な
い

が
、
上
位
項
目
で
あ
る
健
康
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
数
値
は
分
か

る
。
2
0
1
9
年
は
2
0
0
4

年
よ
り
も
収
入
階
層
に
よ
る
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
（
図
2
）。

全
国
家
計
構
造
調
査
に
は
都
道

府
県
ご
と
の
集
計
も
あ
る
が
、

サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
よ
う

で
、
数
値
の
安
定
性
に
欠
け

る
。
そ
れ
で
も
医
科
診
療
代
等

に
つ
い
て
の
収
入
格
差
が
激
し

い
地
域
の
存
在
は
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
医
科
、
歯
科
と
も
に
人

々
の
「
必
要
が
充
足
」
さ
れ
て

当
然
で
あ
り
、
そ
れ
を
目
指
し

て
多
く
の
人
々
の
努
力
が
つ
ぎ

込
ま
れ
て
き
た
領
域
で
あ
る
。

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

表　全国家計構造調査　2019年　単身世帯と単身無職世帯　低所得世帯の「保健医療」支出

が
、
要
は
、
男
女
と
も
に
低
所

得
が
未
婚
要
因
と
い
う
側
面
が

日
増
し
に
大
き
く
な
り
、
強
固

な
性
別
役
割
分
業
と
癒
着
し
た

日
本
型
雇
用
タ
イ
プ
の
世
帯
形

成
が
急
速
に
縮
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　
未
婚
の
大
幅
増
お
よ
び
高
齢

化
に
よ
る
離
死
別
の
増
加
に

よ
っ
て
、
単
身
世
帯
は
こ
の
15

年
間
で
4
7
8
万
世
帯
（
27
・

4
％
）
増
え
、〈
夫
婦
と
子
〉

世
帯
の
2
倍
以
上
に
な
っ
た
。

単
身
世
帯
増
加
分
の
う
ち
、
未

婚
の
増
加
分
が
52
％
、
離
死
別

増
加
分
は
37
％
と
、
未
婚
増
の

影
響
は
大
き
い
（
就
業
構
造
基

本
調
査
07
年
と
22
年
）。
な

お
、
未
婚
増
に
よ
る
単
身
増
は

低
所
得
単
身
世
帯
を
増
加
さ
せ

る
だ
ろ
う
。
未
婚
に
お
け
る
低

所
得
要
因
が
男
女
と
も
に
上
昇

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

図
1
は
02
年
と
22
年
の
低
所

得
単
身
世
帯
数
を
年
齢
別
に
見

た
も
の
で
、
特
に
65
歳
以
上

で
、
1
0
0
万
円
未
満
、
2
0

0
万
円
未
満
の
単
身
世
帯
が
大

※１  一つの病気やケガで加入コースの最大給付期間を満了されると
制度から脱退となります

※２  院長の加入は必須でスタッフ５人以上、１年に１回健康診断を
受けていることが要件です

※  免責期間30日終了から65歳までの期間が３年
に満たない場合は３年。免責期間終了翌日か
ら341日までは給付金額の20％、342日目か
ら給付金額100％のお支払い

◆月額補償を75万円から150万円に拡大
◆免責期間を124日から30日に短縮
◆給付期間10年（60歳から５年）を65歳までの補償に※

■  最大給付期間４年は協会だけ！ 
月額補償最大450万円まで

■  別の病気・ケガで給付を請求し
た場合、支払通算日数の上限は
なし※１

■  １年間給付を請求されなかった場合、年間保険料の
20％をお戻し（無事故戻し返れい金）

■  院長とスタッフ全員がご加入の場合、健康告知が不
要となる一括告知制度あり※２

必要なのは
休業中の収入補償！

長期障害所得
補償保険（GLTD）も充実（2025年１月１日より）

パンフレット等詳細はこちらから▶お問い合わせ・資料請求は京都府保険医協会まで

保険医年金 加入・増口受付中
申込締切は10月20日！ お早めにお申込み下さい

月　払 1口 1 万円で 30口 30万円まで
一時払  1口50万円で

40口 2,000万円まで

1.225％を保証 !（2025年 9 月 1 日現在）予定利率

最高80歳まで積立継続できます !
新規加入は74歳まで・増口申込は79歳まで

月払払込の中断・再開はいつでもできます !
中断中でも0.925％（予定利率▲0.3％）で複利計算

1 年ごとに積立金額を確定。
中途解約でも減額されません !
1968年の制度発足以来、確定した積立額が削減されたこと
はありません!　解約も口数単位でいつでもお手続でき、解
約後の再増口・再加入も可能!

Ⓒもへろん

コツコツ貯める

まとまった資金で
（月払の加入が要件）

※ 予定利率の変動や上乗せ配当金により、実際の受取金額は変動（増減）
することがあります

月払2口に加入
毎月2万円積立

30年目
（掛金720万円）

約837万円
20年目

（掛金480万円）
約526万円

10年目
（掛金240万円）
約248万円

加入例

（普及期間ごとに ）

2 0 2 5 年 (令和 7年) 9 月 2 5 日 第 3 2 0 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



　
私
は
現
在
52
歳
で
あ
る
が
、

鏡
や
写
真
に
う
つ
る
自
分
を
見

て
げ
ん
な
り
す
る
こ
と
が
よ
く

あ
る
。見
事
に「
初
老
」で
あ
る
。

気
持
ち
は
そ
れ
な
り
に
若
い
つ

も
り
だ
が
、
現
実
は
残
酷
だ
。

　
男
は
八
の
倍
数
、
女
は
七
の

倍
数
。

　
こ
の
有
名
な
文
句
は
、
中
国

医
学
の
古
典
、
黄
帝
内
経
に
記

さ
れ
て
い
る
。
年
齢
に
よ
る
体

の
変
化
が
男
性
の
場
合
は
8
の

倍
数
、
女
性
の
場
合
は
7
の
倍

数
で
訪
れ
る
と
い
う
の
だ
。
男

性
を
例
に
挙
げ
る
と
、

24
歳
　
男
性
と
し
て
体
が
出

来
上
が
る
。

32
歳
　
男
性
と
し
て
最
も
充

実
す
る
。

40
歳
　
抜
け
毛
な
ど
加
齢
に

よ
る
衰
え
が
見
え
始
め
る
。

48
歳
　
白
髪
が
増
え
る
。

56
歳
　
筋
肉
、
精
力
が
衰
え

る
。64

歳
　
歯
や
髪
が
抜
け
落

ち
、
内
臓
機
能
、
足
腰
全
て
が

衰
え
る
。

　
と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
な
あ
、

と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
最
近
の
研
究

で
も
人
間
は
44
歳
と
60
歳
の
頃

に
分
子
の
急
激
な
老
化
が
起
こ

る
と
い
う
。
二
千
年
前
と
今
を

比
べ
て
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。

　「
老
い
」
は
永
遠
の
テ
ー
マ

で
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
は
不
老

不
死
の
仙
薬
を
求
め
て
、
徐
福

を
派
遣
し
た
。
現
代
で
も
世
界

各
地
で
不
老
に
対
す
る
研
究
は

続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

決
定
的
な
も
の
は
な
い
。

　
漢
方
に
八は

ち
味み

地じ

黄お
う
丸が

ん
と
い
う

薬
が
あ
る
。
も
と
も
と
の
名
を

八
味
腎
気
丸
と
い
う
。
腎
気

（
若
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
保

つ
た
め
の
8
種
類
の
生
薬
が
配

合
さ
れ
た
薬
で
あ
る
。

　
効
能
効
果
に
は
「
疲
れ
や
す

く
て
、
四
肢
が
冷
え
や
す
く
、

尿
量
減
少
ま
た
は
多
尿
で
、
と

き
に
口
渇
が
あ
る
も
の
の
次
の

諸
症
：
下
肢
痛
、
腰
痛
、
し
び

れ
、
高
齢
者
の
か
す
み
目
、
か

ゆ
み
、
排
尿
困
難
、
残
尿
感
、

夜
間
尿
、
頻
尿
、
む
く
み
、
高

血
圧
に
伴
う
随
伴
症
状
の
改
善

（
肩
こ
り
、
頭
重
、
耳
鳴
り
）、

軽
い
尿
漏
れ
」
と
あ
る
。

　
こ
の
八
味
地
黄
丸
、
私
も
以

前
か
ら
服
用
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
。
が
、
で
き
て
い
な
い
。

①
自
家
診
療
に
な
る
の
で
健
康

保
険
が
使
え
な
い
②
加
齢
に
抗

お
う
と
す
る
こ
と
が
何
だ
か
見

苦
し
い
と
感
じ
る
、
と
い
っ
た

理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
化
粧
品
店

を
営
む
伯
母
の
と
こ
ろ
を
訪
ね

る
と
、
ち
ょ
う
ど
接
客
中
で

あ
っ
た
。

　「
高
い
化
粧
品
を
買
っ
て

も
、
悪
あ
が
き
に
過
ぎ
な
い
け

ど
ね
え
」
と
客
は
言
っ
た
。
伯

母
は
に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
こ
う

言
っ
た
。

　「
頑
張
っ
て
悪
あ
が
き
し
ま

し
ょ
う
よ
」

　
あ
あ
、
悪
あ
が
き
っ
て
立
派

な
行
為
な
ん
だ
。
妙
に
腑
に
落

ち
た
。

老いに抗
あらが

う

田中 寛之（舞鶴）
参

お申込は
こちらから

川
村
朝
章
氏
（
享
年
76
、
下

京
西
部
）
7
月
21
日
ご
逝
去

藤
田
洋
一
氏
（
享
年
97
、
船

井
）
8
月
8
日
ご
逝
去

田
中
明
氏
（
享
年
89
、
宇
治

久
世
）
8
月
17
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

医院経営講習会

2025年度　第１回「医療安全講習会」

記帳と試算表と経営戦略！
　医院の経営戦略や方針を考えるためには経営状況の把握が必要です。そのため
に日々の記帳と試算表の読み解きが重要になります。キャッシュフローの考え方
も含めて経営戦略資料として試算表を活用するポイントを解説します。

日　時 10月15日（水） 14時～16時
場　所  京都府保険医協会・会議室
講　師  山口 美賀 氏（公認会計士）
参加費  1,000円　※当日徴収
定　員 15人（要申込）

万が一の時にそなえて！「医療訴訟の基礎知識」
日　時 11月15日（土） 14時～15時30分
形　式 京都府保険医協会・会議室＋ウェブ

※会場は定員30人
講　師   大島 眞一 氏（元大阪高等裁判所部総括判事・

弁護士・関西学院大学法科大学院教授）

対　象  会員・会員医療機関の従事者
テキスト   『医療訴訟の基礎知識』（1,000円　税込・送料別）

※テキストに基づいて解説します。
●● 過失の判断基準　●● 説明義務　●● エホバの証人
●● 「転送義務」のおさえておきたい開業医の役割
●●  療養方法の指導に関する義務　
「何かあれば受診を」だけでは不十分

　　　　　　　『医療訴訟の基礎知識』
　大阪高等裁判所部総括判事（連載当時）の大島眞一氏
が本紙で連載した「万が一の時にそなえて！医療訴訟の
基礎知識」を１冊の書籍にしました。医療者に求められ
る法的義務などを解説しています。ぜひご購入下さい。
　contents　
①医療訴訟の概要と特徴について
②過失の判断基準
③説明義務　
④因果関係
⑤応招義務　等、全15項目

参加費
無料

詳細・お申込
はこちらから

第２回 お手軽ウェブセミナー

収入を守り、未来を育てる
～あなたに合った資産形成の方法～

　今回は、資産形成の基本を押さえつつ、具体的な相談事例を紹介し、ご自身に
あった資産形成方法の考え方をご提案します。

日　時 10月1日（水）
14時30分～15時20分

講　師   阪本 佳祐 氏 
２級ファイナンシャル・プランニング技能士（国家資格）、
トータル・ライフ・コンサルタント（生命保険協会認定ＦＰ）

形　式   Zoomウェビナー

※ 事前申込制
（9/30締切）

参加費
無料

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから

1,000円（税込・送料別）

好評につき 書籍化 ！

10月のレセプト受取・締切 基金・
国保
（※）

８日（水）９日（木）10日（金）
― ○ ○◎

○は受付会場設置日、◎は締切日
受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求
　　 ５～７日 ８時～21時
　　 ８～10日 ８時～24時

労災
締切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（金）10日（金）10日（金）
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新規陽性者数７日間データ

京都府の新型コロナウイルス感染症の発生動向

厚労省オープンデータ（2020/1/26～2023/5/7）、札幌医科大学「７日間の新規感染者数推定値」（2023/5/8～2025/8/24）、
名古屋市立大学「COVID-19感染者（推定値）の状況」（2025/8/25～）より京都府保険医協会作成

１医療機関定点当たり感染者数

８月 18日～
24日

８月 25日～
31日

９月 １日～
７日

9.80人 8.31人 8.43人

厚労省データに基づく

　大阪地方裁判所等で医療訴訟を担当した経験のある元裁判官の大
島です。現在は、弁護士と関西学院大学法科大学院教授をしています。
　『医療訴訟の基礎知識』に基づき、裁判所はいかなる基準で医師
の過失を判断しているのか、医師の患者に対する説明義務違反が認
められるのはどのような場合かなどを分かりやすく説明します。

　講師からのメッセージ　

ウェブ参加

会場参加

えっ！ 薬がもらえない？

OTC類似薬保険外しの問題点を学びましょう
【日時】10月12日（日）14時～16時
【場所】  京都社会福祉会館２階１・２・３会議室

（京都市中京区壬生坊城町 48番地６）
【講師】中村 暁 氏（京都府保険医協会事務局次長）
〈共催〉 NPO法人京都難病連、きょうされん京都支部、

京都社会保障推進協議会、京都府保険医協会

参加費参加費
無料無料

（申込不要）（申込不要）

緊急
学習会
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